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市民の足として走る―台北の市内バス／宇井良輔
� （167）2009.8
ベトナム北部山岳地域の民族衣装／坂田正三	（168）2009.9
シリア的ライフ・スタイル／高橋理枝� （169）2009.10
ベトナム タインホア省で出会った人々／寺本実
� （170）2009.11
ガザでただいま婚活中／大月啓介	 （171）2009.12

●トレンド・リポート
プレア・ヴィヒア寺院周辺のカンボジア・タイ国境紛争
　／初鹿野直美	 （160）2009.1

●分析リポート
中国・ロシア国境地域における局地的交流と人口変化
　／平泉秀樹	 （160）2009.1
三通解禁後の台湾と中国における空運と海運の変化
　／池上寛	 （162）2009.3
タイ憲法裁判所の与党解散命令―「政治の司法化」と「政

治化する司法」／今泉慎也	 （164）2009.5
ASEANは東南アジアに民主主義をもたらすか？
　／鈴木早苗� （166）2009.7
キューバ経済の現状と課題―キューバ経済の発展段階の史

的素描／新藤通弘	 （168）2009.9
タイのミャンマー仲介外交―2008年サイクロン災害緊急支

援外交からの考察／青木（岡部）まき	 （169）2009.10
「百年に一度の危機」への中国の対応―中国2009年は、日

本の1972年か、1987年か／渡邉真理子	 （170）2009.11

●現地リポート
スリランカ―内戦終結／荒井悦代	 （167）2009.8
アフガニスタン―戦時下の選挙／窪田朋子
		  （171）2009.12

●セミナー報告
第30回 「発展途上国研究奨励賞」受賞記念講演
　／松村圭一郎	 （168）2009.9

「イスラーム金融セミナー」開催報告／福田安志
� （169）2009.10
アジア太平洋地域における格差縮小への戦略／森壮也
� （170）2009.11
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《国際資本移動と東アジア諸国》
特集にあたって―歪んだ金融グローバル化と開発途上国／

国宗浩三	 （166）2009.7
韓国における経済構造の変化と世界金融不安による影響
　／高安雄一	 （166）2009.7
サブプライム・ローン問題下のインドネシア経済
　／小松正昭	 （166）2009.7
タイ―金融改革・成長回復の10年と世界金融危機
　／三重野文晴	 （166）2009.7
フィリピン―小さな市場の運と不運／柏原千英
� （166）2009.7
マレーシアにおける資本フローの変化と金融危機の影響
　／中川利香	 （166）2009.7
慎重に進められる中国の資本自由化／曽根康雄
� （166）2009.7

《貧困削減のための制度的イノベーション―経済
学に基づく実験》
特集にあたって／山形辰史	 （167）2009.8
ワクチン買取補助金事前保証制度―低所得国の購買力の肩

代わり／川合周作・山形辰史	 （167）2009.8
ワークフェア―雇用を通じた貧困削減／高橋和志
� （167）2009.8
条件付き所得移転―教育の政策評価が切り拓く制度革新
　／町北朋洋	 （167）2009.8
マイクロ保険の挑戦―貧困層をリスクから守る試み
　／高野久紀	 （167）2009.8
途上国でも農業天候保険を―「適応」問題にも市場メカニ

ズムを／本郷尚	 （167）2009.8

《開発途上国の障害者―統計と生計》
特集にあたって／森壮也	 （168）2009.9
開発途上国の障害者の生計把握―開発途上国の障害者の貧

困／森壮也	 （168）2009.9
政府主導による全国的障害者調査の実施―中国の障害者と

生計／小林昌之	 （168）2009.9
障害者の貧困削減には何が必要か？―インドネシアの家計

調査結果から／東方孝之	 （168）2009.9

ベトナムの障害者の「生計」―既存統計と外部環境に関す
る調査を通して／寺本実	 （168）2009.9

持続的生計アプローチの視点から読み解く障害者の生計
　―マレーシアの障害者の生計／久野研二	 （168）2009.9
フィリピンの障害者の生計―2008年マニラ首都圏障害者調

査から／森壮也・山形辰史	 （168）2009.9
公務員無試験採用制度の達成と課題を中心に―コートジボ

ワールの障害者の生計／亀井伸孝	 （168）2009.9
障害者の最低生計費を考える／野上裕生	 （168）2009.9

《イラン―革命から30年目の危機》
特集にあたって／鈴木均	 （169）2009.10
イラン革命の30年―分析のためのいくつかの視角
　／栗田禎子	 （169）2009.10
第10回大統領選挙と抗議運動の再検討／吉村慎太郎
� （169）2009.10
イラン革命とグローバリズム／櫻井秀子	 （169）2009.10
危機に瀕するイスラーム法学者の統治／松永泰行
� （169）2009.10
イスラーム共和国をめぐるイメージ構築―他者化と理解の

はざまで／山岸智子	 （169）2009.10
迫りくる「ビロード革命」とイスラーム革命防衛の「本土

決戦」／佐藤秀信	 （169）2009.10
イラン ｢混乱｣ と周辺諸国／清水学	 （169）2009.10
イラン革命と南アジア―共振の30年／山根聡
� （169）2009.10
イランの体制危機―対立の構図と今後の展開／鈴木均
� （169）2009.10
参考資料―アフマディネジャード第２期　閣僚候補者リス

トと承認状況	 （169）2009.10

《地域制度としてのASEAN》
特集にあたって／山影進	 （170）2009.11
ASEANを動かしている力は何なのか／山影進
� （170）2009.11
ASEANと広域経済連携―政治と経済、両面からみた回顧

と展望／鷲尾友春	 （170）2009.11
ASEAN共同体の核「ASEAN経済共同体（AEC）」
　／助川成也� （170）2009.11
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韓国―機関リポジトリの現況／安泰慶・二階宏之
		  （162）2009.3
東南アジア―オランダ・オーストラリアにおける機関リポ

ジトリ／北村由美	 （162）2009.3
タイ―社会科学文献のオープンアクセス／石井美千子
� （162）2009.3
マレーシア・シンガポール―機関リポジトリ動向
　／東川繁	 （162）2009.3
インド―アクセスと可視性の向上へ向けて／坂井華奈子
� （162）2009.3
中東―IT化の進展と学術情報の流通／高橋理枝
� （162）2009.3
アフリカ―オープンアクセスに向けた取り組みと課題
　／岸真由美	 （162）2009.3
ラテンアメリカ・カリブ地域―充実したオープンアクセス

／佐々木茂子	 （162）2009.3
メキシコ―オープンアクセス化の動き／村井友子
� （162）2009.3
ブラジル―機関リポジトリとオープンアクセスジャーナル

／荻野洋司	 （162）2009.3

《フェアトレードと貧困削減》
特集にあたって／佐藤寛	 （163）2009.4
国際フェアトレード組織の戦略／池ヶ谷二美子
� （163）2009.4
フェアトレードラベルの功罪を考える／北澤肯
� （163）2009.4
WTOドーハラウンドとフェアトレード／大野敦
� （163）2009.4
ジェトロのフェアトレードへの取り組み―アフリカ向け支

援事業の事例紹介／西川壮太郎	 （163）2009.4
JICAとフェアトレード／見宮美早	 （163）2009.4
ODAの官民連携とフェアトレードの可能性／松永秀樹
� （163）2009.4
フェアトレードによる地域開発支援―マラウイとウガンダ

の地場産品流通／吉田栄一� （163）2009.4
フェアトレード・チョコレートはカカオ生産者に何をもた

らしたか／鈴木紀	 （163）2009.4
消費者がリードするキャンペーン「チョコレボ」
　／星野智子	 （163）2009.4

フェアトレード研究のためのブックレビュー／佐藤寛
� （163）2009.4

《国際シンポジウム　東アジア地域統合と日本－
国家・市場・人の移動》
特集にあたって／白石隆	 （164）2009.5
基調講演　アメリカン・インペリウム下の日本と東アジア
　／ピーター・J・カッツェンスタイン	 （164）2009.5
基調講演　東アジア経済統合の深化に向けて
　／ヴィクラム・ネルー	 （164）2009.5
基調講演　東アジア統合とASEANの役割
　／スリン・ピッスワン	 （164）2009.5
東アジア経済統合と日本の戦略／若松勇	 （164）2009.5
東アジアにおける専門職労働移動／アノロ・アベラ
		  （164）2009.5
東アジア統合プロセスの特徴とオーストラリアの関与
	 ／岡本次郎� （164）2009.5
パネルディスカッション	 （164）2009.5

《復興は進んでいるか？―アジアの自然災害》
特集にあたって―復興への遠い道のり／松原浩司
� （165）2009.6
阪神・淡路大震災（1995年）―内外に与えた教訓
　／豊田利久� （165）2009.6
中国・四川大地震（2008年）―その政治・経済政策への影

響／田中修	 （165）2009.6
ミャンマー・サイクロン被災（2008年）―政治化された災

害と復興支援／岡本郁子	 （165）2009.6
パキスタン北部大地震（2005年）―復興を阻むもの
　／小出拓己	 （165）2009.6
スマトラ沖大地震・津波／インドネシア（2004年）
　―変革の契機としての自然災害／西芳実	 （165）2009.6
スマトラ沖大地震・津波／タイ（2004年）―津波と相互扶

助の多様な形態／佐藤仁	 （165）2009.6
スマトラ沖大地震・津波／スリランカ（2004年）
　―津波は過去のものか？／荒井悦代	 （165）2009.6
台湾大震災（1999年）―故郷再建への長い道のり・三叉坑

村の物語／陳亮丰	 （165）2009.6
トルコ・マルマラ地震（1999年）―新しい住民運動の誕生

／村上薫	 （165）2009.6
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●巻頭エッセイ
「地球市民」としての視点／藤崎成昭	 （160）2009.1
東アジアの肉食を考える／吉田忠	 （161）2009.2
機関リポジトリは図書館員の夢を実現する／竹内比呂也
		  （162）2009.3
フェアトレードと貧困削減／池上甲一	 （163）2009.4
日本は力強いASEANを必要とする／恒川惠一
		  （164）2009.5
復興を災害サイクルの中で考える／林勲男	 （165）2009.6
縮むグローバル金融と東アジア新興市場／高阪章
		  （166）2009.7
成功体験から未知への挑戦へ／河野善彦	 （167）2009.8
ディスアビリティ―社会を照らす「鏡」／澤田康幸
		  （168）2009.9
イラン理解の原点―革命前の旅の思い出から／坂本勉
		  （169）2009.10
国際社会とASEAN／スリン・ピッスワン	 （170）2009.11
貧困削減における市場の役割／絵所秀紀	 （171）2009.12

●特集

《発展途上国から見た地球環境問題》
特集にあたって／寺尾忠能・大塚健司	 （160）2009.1

「開発と環境」から見た地球環境問題―温暖化対策をめぐっ
て／寺尾忠能	 （160）2009.1

中国における温暖化対策の20年―その原則と関心をめぐっ
て／大塚健司	 （160）2009.1

クリーン開発メカニズムと途上国における廃棄物処理
　／小島道一	 （160）2009.1
沈みゆく島々―地球温暖化の中のオセアニア／塩田光喜
		  （160）2009.1
地球環境問題とラテンアメリカ／小池洋一	 （160）2009.1

《世界は何を食べているか―第三世界の主食》
特集にあたって／重冨真一・児玉由佳・清水達也
		  （161）2009.2
小麦粉と米が彩る中国の食卓／寳劔久俊	 （161）2009.2

主食コメの最大輸入国フィリピン／鈴木有理佳
		  （161）2009.2
インドにおける主食の地域差―食糧安全保障の課題
　／辻田祐子	 （161）2009.2
カイカイ・ワンタイム!―パプアニューギニア高地におけ

る食と人の社会学／塩田光喜	 （161）2009.2
パンはエジプトの生命／土屋一樹	 （161）2009.2
シリアの食事の基本／高橋理枝	 （161）2009.2
イランの主食はチェロウかナーンか／鈴木均	（161）2009.2
エチオピアの主食インジェラ／児玉由佳	 （161）2009.2
ナイジェリアの主食とその来歴／望月克哉	 （161）2009.2
ケニアの主食「ウガリ」と牧畜民／中村香子	（161）2009.2
ブラジル人は何を食べているか？／近田亮平	（161）2009.2
メキシコのトルティーリャ／米村明夫	 （161）2009.2
ペルー―ジャガイモから穀物へ／清水達也	 （161）2009.2
世界有数の食料供給国アルゼンチン／宇佐見耕一
		  （161）2009.2

《学術情報へのアクセス向上を目指して―機関リ
ポジトリのいま》
特集にあたって／澤田裕子・高橋宗生	 （162）2009.3
第Ⅰ部　テーマ編
諸外国のオープンアクセス（OA）政策／高木和子
		  （162）2009.3
日本のIRをまとめて検索!―JAIROのご紹介／杉田いづみ
		  （162）2009.3
アクセスログから見るARRIDEの利用状況／佐藤翔・逸村裕
		  （162）2009.3
コラム　ARRIDE／アジア経済研究所学術研究リポジトリ
　／高木敏朗	 （162）2009.3
AIRway―学術文献への新たな航路／杉田茂樹
		  （162）2009.3
オープンアクセスジャーナル／高木敏朗	 （162）2009.3
第Ⅱ部　地域編
中国―学術資源を共有する手段として／澤田裕子
		  （162）2009.3
コラム　関連機関紹介―自然科学分野を中心に
　／伊藤えりか	 （162）2009.3
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新春１月号の特集の予告

『メコン地域：国境経済圏と
越境手続き自由化の展望』
カンボジア、ラオス、ミャンマー、ベトナ
ム、タイ、中国・雲南省と広西チワン族自
治区から構成されるメコン地域。特集では
メコン地域における越境手続きの自由化の
動向を押さえたうえで、各国境で展開され
ている国境経済活動を概観し、将来展望を
おこないます。
（タイトルは変更することがあります）

Kenkyusho Dayori  What’s New about IDE-JETRO 研究所だより

個人会員のご案内
年会費 10,000円

ご連絡・お問い合わせ先　成果普及課　賛助会担当まで　
Tel: 043-299-9536　　e-mail: members@ide.go.jp

賛助会個人 会員サービス内容
●	「アジ研ワールド・トレンド」（月刊）送付
●	アジア経済研究所図書館資料貸出（登録必要）
●	アジア経済研究所出版物（単行書）1点追加配付
●	各種料金割引　例　出版物を直接ご注文のとき２割引でご購入できます
（定期刊行物を除く）
●	ファックスにて事前に講演会開催案内をご連絡いたします

10月13日～12月25日　キャンペーン実施中
上記期間中、ご関心のある方先着300名様に無料で「アジ研ワールド・トレ
ンド」のバックナンバーをさしあげています。
詳細は　http://www.ide.go.jp/Japanese/「会員サービス」をご覧下さい

新規

（ ）※10月以降にご入会のかたはその年度に限り5,000円となります。
「アジ研ワールドトレンド」は10～3月分をお送りいたします。

本誌に対する御意見、ご要望をおよせください。
また、最近お読みになった特集、記事でおもしろかったもの、お役にたった
ものなどお聞かせ願えればさいわいです。

Fax: 043-299-97236　　email: syuppan@ide.go.jp

アジア経済研究所図書館のご案内
ジェトロ・アジア経済研究所図書館は開発途上国・地域に関
する文献、統計資料、新聞/雑誌を所蔵する専門図書館です。
開架式でどなたでも利用いただけます。
■	入館は無料  年齢制限はありません
■	開館時間　10:00 ～ 18:00
■	開館日　平日及び第 1、第 3土曜日
	 ( 毎月最終日、上記以外の土曜日、年末年始は休館）
■	蔵書検索　蔵書と雑誌記事索引データベースが検索できます
■	電子ジャーナル　館内でJSTOR, Science Direct, Wiley InterScience
などの電子ジャーナルが閲覧になれます

■	レファレンス　専用電話、メールにて開発途上国に関するレファレ
ンスをお受けしております

■	新着アラート・サービス　ご関心のある項目をご登録いただき、そ
れに関する新着図書や雑誌最新号、雑誌記事索引のご案内をメール
でお知らせいたします

■	デジタル・アーカイブス　次のとおり当研究所出版物、貴重な所蔵
資料を公開しております　＊については、最近のデータは会員のみ
の公開となります

	 ★アジア動向データベース＊	 ★アジ研出版物アーカイブAIDE＊
	 ★「日本の経験を伝える」	 ★岸幸一コレクション
	 ★近現代アジアの中の日本	 ★フォトアーカイブ
■	学術研究リポジトリ　当研究所の成果を提供する機関リポジトリです
■	資料の貸し出し　ご会員の皆様に限り貸し出しサービスを提供して
おります ( お問い合わせ：賛助会員担当　043-299-9536 まで）

■	文献複写サービス　閲覧カウンターでのお申し込みの他、郵送・
FAX・email によるお申し込みも受け付けております。

サービス詳細についてはお電話、ウェブサイトにてご確認ください。
　Tel: 043-299-9716　　www.ide.go.jp/Japanese/Library

住　所：千葉市美浜区若葉 3-2-2
最寄り：JR京葉線海浜幕張駅より徒歩 10分、
　　　　総武線幕張駅より徒歩 15分
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